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① 楽しく、元気になるプログラムの提供

② 温泉地の環境づくり

③ 「新・湯治」の効果の把握と普及、全国展開

湯治場の楽しさや、環境とはなにか？



温泉地滞在の温故知新

ー滞在の楽しみとはなにかー



旅の諸条件は整備されたが、人々は無条件で
旅に出かけられたのはなく、「参詣」（信仰）、
「湯治」（医療）などの名目（建前）が必要

温泉医療の発達

｢上ハ王侯より下庶民に至迄湯治すること今
に盛也｣『旅行用心集』（1810）



温泉医療に対する社会的認知

長期休暇を取得できる人々の存在

滞在を可能にする多様な価格設定

滞在生活を支える地域の仕組み

温泉医療を基本としながら

長期滞在できる環境



内田彩（2014）



病気完治を願い入浴

祈願と物見遊山の寺社参詣

自然散策、宴、交流などの遊楽

本人の体力や病状、文化的な能力、
経済力、天候に応じて生活を楽しむ
様々な観光・保養のプログラム

滞在者は入湯、参詣、遊楽の行動



内田（2014）

地域の歴史・文化・自然
を生かした行動は滞在を
豊かにした。



長期滞在を支え、促すための形態が形
成され、各地で共通した空間形態が作
られていた。また、様々な仕掛けにより
魅力的ある別世界（異界性）が形成され
ていた（下村，1993 ）
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宿泊施設の取り組み

地域の取り組み
個性を生かした滞在型への取り組み

－地域と広域の個性を生かして－

日本学術振興会 JSPS科研費26360085（2014-2016）
「温泉地における長期滞在モデルの構築に関する研究」



②滞在温泉地エリア
（外部空間）

③広域周辺エリア（外部空間）

温泉地滞在の構造
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①宿泊施設
（内の空間）

井上・内田（2016）





宿泊施設外における「外の魅力」は、温泉地のまち
歩き、外湯めぐり、自然散策、歴史散策、地域の
人々との交流、オプショナルツアー、イベントなど

歩いて楽しい温泉地―温泉地の景観と賑わいの創出―



井上晶子・内田彩（2016）

図３ 宿泊滞在の魅力づくりへの取り組み



地域が主体となった滞在プログラム

「着地型旅行商品」への取り組み



専任ガイドによ
るウォーキング
前のレクチャー

宿主が毎朝
花咲山ウォーキング
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「デトックス＆チャージ」をコンセプトとした滞在型の
体験プラン、着地型バスツアー

毎日催行や季節の企画など滞在を多様化する試み

出典：「別所温泉観光協会」 「信州観光バス」ＨＰ



• 画一化が進んだ温泉地において、地域全体で
他といかに差別化できるのかは大きな課題

• 温泉地の本質である「湯治」の持つ「保養」「健
康」をキーワードしながら滞在型への取り組み

• 温泉地の歴史、自然、広域も含めた地域資源
などを生かし、地域の個性を明確にし、他地域
と差異化する試み

滞在型への取り組み



• 宿泊施設の内の魅力（ハードとソフト）の視点
• 宿泊施設外の魅力（地域と広域）の視点

滞在を豊かにする仕掛けづくり

地域における滞在生活を支える仕組み

温泉地全体での取り組みが必要

滞在を充実させるには



①宿泊施設
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図４ 空間軸でとらえた魅力の仕掛け

観光行動 Ａ

観光行動

観光対象

観光行動 Ｂ

井上晶子・内田彩（2016）

地域の個性と広域的な特性を生かして

観光行動 Ｃ
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現代社会のニーズに応じた
湯治スタイルの提案

現代の人々が温泉地滞在を
自由に楽しむために何が必要か

情報の共有とＰＲ

全国のつながりによるムーブメントの創出
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